都筑区で学び隊　学習講座報告集　都筑区生涯学習支援係編　ぐるっと緑道・遊歩道講座　原稿
●テーマ●
車から安全な都筑区の街づくりについて歩行者専用路・緑道をウォーキングしながら学びます
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●学級の紹介●

　港北ニュータウンは“グリーンマトリックス”という、公園・集合住宅地の

緑地・建築物・樹林地・歴史的遺産などを緑道や歩行者専用路とつながりを持

たせたシステムによって安全に計画された街です。“歩行者が車から安全な街”

への期待をもって移住してきた住民も多いことでしょう。

　しかし開発の狭間で忘れられたように存在する危険箇所に戸惑うこともしば

しばです。このまちで赤ちゃんからお年寄りまで、そして障害のある人も無い

人も、誰でも安心して通学・通勤し、商店での買い物を楽しみ、緑道を回遊で

きる、“安全な生活の道”をつくるにはどうしたら良いのか、住民の意見を出し

合って問題箇所を調べ、安全街区計画専門家からアドバイスをいただき解決の

方法を見つけていきたいと思います。

さらに、歩行者道路・緑道を利用した生活のもっと豊かな楽しみ方を考えて
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第1回

金子氏からは、昭和30年代から始まったニュータウン建設に都筑の住民が港北NT事業対策連絡協議会を作り、住民のリーダーが一人一人に説明したご苦労などを、清水氏からは、日本初の区画整理方式である申出換地により、住民の生活を再建しながら大規模開発が成功したことを、川手氏からは、グリーンマトリックスを創られた当事者として、歩行者空間をもっと楽しむための提案をして頂きました。

●参加者の感想●

ニュータウンの開発経緯を当初から携わられた方々から伺って感銘を新たにしました。●こんなに沢山の工夫がなされてるタウンであるということを、15年も住んでいるのに最近知りました。住民でも知らない方が多いと思うので、もっと広まるといいと思います。●都筑区の緑道計画が是非実現するように検討会の情報公開して欲しい。

第２回

高齢化社会において、健康で長生きし長患いしないには、よく歩き地域社会に関わりを持ち続けることが大事です。港北ＮＴはグリーンマトリックスによって歩ける街であり市民活動やボランティア活動が盛んです。若いうちは車中心の生活であってもいずれは車に乗れなくなる、そのときに車椅子でも歩きやすくバスの便が良い街になっていたいと考えさせられるお話でした。

質疑応答の時間では、現在のＮＴで問題になっている自転車やロードサイドショップ等についてたくさんの質問が出されました。

（ケーブルネットつづきの森で講演の模様が放送されました）

●参加者の感想●

歩行者専用道路にも中川、荏田、仲町台など問題があるという分析は面白かった。人々は若干の高低差も問題にするとの指摘は、自分の経験からも正しいと思う。微妙なところまで含んだ詳細設計が必要だということがわかった。●港北NTのグリーンマトリックスは非常に歩きやすい設計がされていることを再認識し、さらに魅力のある緑道、歩行者専用道路になってほしいと感じました。●確かに自転車の問題は深刻になってくると思う。現在の歩行者専用道路（オレンジ系）の部分を、自転車専用道路と２つに分けるなど考える必要があると思った。

第３回

センター北駅→くさぶえのみち→都筑小学校下の歩行者専用道路→牛久保西２丁目コミュニティ道路→くさぶえのみち→中川駅→中川西地区センターと、グリーンマトリックスを実感できる道を歩きながら、所々で講師の先生から質問が出され、より良い歩行者の道について考えました。


第４回

第３回でのウォーキングを参考に、自宅近くの散歩道と、友人を案内したい道を各自発表しました。

地図にルートを書き込むと共に、良い場所悪い場所とその理由をあげ、良くするための方法を考えました。

第５回

早渕川の北と南で緑道が分断されており、今後は南北をつなぐ緑道・歩行者専用道路が望まれます。区の事業計画を聞くとともに実際に川沿いを歩きつなぐルート実現のため以下の対策を考えました。

1 良い場所悪い場所、良くするアイデア

2 橋の場所、形状

3 つなぐ道の形状、舗装、景観

中央公園→早渕川→八幡山公園→山崎公園→早渕川→烏山公園→中川駅

第６回

第４回で出したまちの課題を、３グループに分かれ課題ごとに解決する方法を学びました。

<第１課題>中川駅北西の遊歩道が分断され車道を通らねばならなくなっているが、歩行者にとって安全な道にするにはどうしたらよいか。

<第２課題>緑道を歩きやすく、車椅子･ベビーカーにもやさしい道にするには、素材を何にしたらよいか。

<第３課題>農業専用地区を今後も残し乱開発から守るにはどうしたらよいか。

運営委員の感想

講座の運営は、若い女性たちが中心となって担い年寄りは情報を収集してお勤めを持つ方々に報告してきました。車から安全な都市計画・区画整理の長老と第一人者の先生方と、若い方々をお引き合わせする役割は、果たせたのではないかしら、と思います。忙しい委員が協力できたのは、情報を送り意見交換のできるメールのやり取りのお陰で、５月から始めたパソコンの学習にはＩＴボランティアのご支援をいただきました。

力のこもったご講演、懇切にご指導下さいました、講師の先生方、生涯学習支援係、区政推進課のみなさま、ＩＴ支援を頂きました王子さん、きれいな散歩ルートマップを作って下さいました東海大学生立石さんに深く感謝申し上げます。
学習し成長できるこの街に暮らせることの幸せを感じております。
応募人数：33人


（定員30人）


公開講座のみ9人　　　　　　　　　　参加人数：27人


（男21人、女6人、延べ75人）


保育人数：なし


運営委員：６人
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